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不
比
等
が
創
始
狭
穂
姫
伝
説
も

狭
岡
神
社
（
奈
良
市
）

莢莢

莢莢

狭
岡
神
社
の
本
殿
‖
奈
良
市
法
蓮
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
奈
良
市
法
蓮
町
６
０
４

（
祭
神
）
若
山
咋
神
、
若
年
神
、
妹
若

沙
那
売
神
、
弥
豆
麻
岐
神
、
夏

高
津
日
神
、
秋
毘
売
神
、
久
久

年
神
、
久
久
紀
若
室
葛
根
神

（
交
通
）
奈
良
交
通
バ
ス
「
教
育
大
付
属

中
学
校
」
下
車
、
徒
歩
約
５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由
。
駐
車
場
無

東
大
寺
転
害
門
か
ら
法
華

寺
ま
で
が
佐
保
路
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
ほ
ど
に

狭
岡
神
社
の
石
と
朱
塗
り
の

二
つ
の
鳥
居
が
建
っ
て
い
ま

す
。
神
社
は
鬱
蒼
と
し
た
森

の
中
に
あ
り
ま
す
。
奈
良
時

代
の
初
め
に
藤
原
不
比
等
が

国
家
鎮
護
と
、
藤
原
氏
の
繁

栄
を
願
っ
て
邸
宅
の
佐
保
殿

の
岡
の
上
に
創
始
し
た
と
伝

わ
り
ま
す
。

氏
子
さ
ん
の
話
で
は
、
藤

原
氏
は
、
狭
岡
神
社
に
参
籠

し
て
「
日
待
ち
の
神
事
」
を

行
っ
て
か
ら
、
春
日
参
り
を

し
た
そ
う
で
す
。

祭
ら
れ
て
い
る
天
神
八

座
は
、
山
か
ら
下
り
て
く
る

田
の
神
の
若
山
咋
神
を
は

じ
め
、
田
植
え
の
女
神
、
田

に
水
を
引
く
神
、
夏
の
太
陽

の
神
、
秋
の
収
穫
の
神
、
稲

の
成
長
の
神
な
ど
五
穀
豊

穣
の
神
々
で
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
左
手
に

垂
仁
天
皇
の
皇
后
の
名
前
を

刻
む
「
狭
穂
姫
伝
承
地
」
の

石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
狭

穂
姫
は
反
乱
を
起
こ
し
た
兄

と
天
皇
の
ど
ち
ら
に
つ
く
か

苦
悩
し
、
兄
に
従
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
が
、
炎
に
つ
つ

ま
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

狭
穂
姫
が
幼
い
こ
ろ
に
水
面

に
姿
を
映
し
た
と
伝
わ
る
鏡

池
も
あ
り
ま
す
。

石
段
を
上
が
る
と
佐
保
に

邸
宅
の
あ
っ
た
大
伴
家
持
に

笠
女
郎
が
贈
っ
た
万
葉
歌

の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。「
君

に
恋
ひ
い
た
も
術
な
み
平
城

山
の
小
松
が
下
に
立
ち
嘆
く

か
も
」
。
悲
恋
に
終
わ
っ
た

女
郎
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

竹
内
和
子
）


